



Awareness of civil rights through the collaborative learning
by university students and primary school children:
An implementation of vote simulation workshop
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2 古都まもる)，外国人にも優しい交通まちづくり(写真 3 清水きょうこ)という 3つの政策に整
理，集約し，「京都市長模擬選挙」の候補者として 3人の人物像を創っていった。最終的には
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3 ．研 究 結 果
模擬投票を終えたあと，質問紙調査を行った(表 3，表 4。注：当日藤原ゼミ生は 2回生も含め
11名が参加した)。
現代社会フォーラム No. 14 (2018)
─ 9 ─
写真 6 投票用紙への記入 写真 7 開 票
表 3 質問紙調査結果
•小学生(1)「模擬選挙を通して，選挙への関心は高まりましたか」(N＝16)
とても高まった 高まった あまり高まらなかった 高まらなかった
5 11 0 0
•小学生(2)「18歳になったら，選挙にいきたいと思いましたか」(N＝16)
とても思った 思った あまり思わなかった 思わなかった
7 9 0 0
•小学生(3)「今日のワークショップを通じて，京都市や自分の市に関心をもとうと思いましたか」(N＝16)
とても思った 思った あまり思わなかった 思わなかった
5 10 0 1
•大学生(1)「模擬選挙を通して，選挙への関心は高まりましたか」(N＝11)
とても高まった 高まった あまり高まらなかった 高まらなかった
5 6 0 0
•大学生(2)「この活動を通して，選挙にいきたいと思いましたか」(N＝11)
とても思った 思った あまり思わなかった 思わなかった
7 4 0 0
•大学生(3)「今日のワークショップを通じて，京都市や自分の市に関心をもとうと思いましたか」(N＝11)
とても思った 思った あまり思わなかった 思わなかった
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